
琉球大学学術リポジトリ

奄美群島加計呂麻島における水生昆虫類6種（コウチ
ュウ目3種およびカメムシ目3種）の初記録

言語: ja

出版者: 琉球大学資料館 (風樹館)

公開日: 2023-05-23

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 相蘇, 巧, 宮﨑, 裕輔, 土屋, 昂靖

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/0002019888URL



Fauna Ryukyuana ISSN 2187-6657

https://fauna-ryukyuana.webnode.jp

奄美群島加計呂麻島における水生昆虫類 6 種
（コウチュウ目 3 種およびカメムシ目 3 種）の初記録

相蘇巧 ¹･ 宮﨑裕輔 ²･ 土屋昂靖 ¹
 ¹ 〒 243-0034 神奈川県厚木市船子 1737 東京農業大学 昆虫学研究室

² 〒 353-0004 埼玉県志木市

要旨 . 奄美群島加計呂麻島における水生昆虫類
（コウチュウ目およびカメムシ目）は , 現在まで
にコウチュウ目 5 科 22 種 , カメムシ目 8 科 14
種が標本に基づいて記録されていた . 2022 年に
同島の調査を行ったところ , 初記録となる種が , 
コウチュウ目で 3 種 , カメムシ目で 3 種得られ
た . 本調査により , 加計呂麻島の水生昆虫類に
ついての標本を基にした確実な記録はコウチュ
ウ目 5 科 25 種 , カメムシ目 8 科 17 種となった .

はじめに

加計呂麻島は奄美大島の南西に位置し , 面
積 77.25km² ( 国土地理院 , 2022), 人口 1,062 人 
(2022 年 12 月現在 ) の有人島である ( 瀬戸内
町 , 2023). 同島における水生昆虫類は , 中島ら 
(2020) によれば分布域には 100 種以上が含ま
れるものの , 標本を基にした記録はコウチュ
ウ目では北野 ･ 佐野 (2015) および Uchida et al. 
(2021a) によって 5 科 22 種が , カメムシ目では
北野 ･ 佐野 (2012) および内田ら (2021b) によっ
て 8 科 14 種が知られるのみである . そのため
同島における水生昆虫相は全容解明にはほど遠
く , 同島における調査の拡充は急務と考えられ
る . 筆者らは 2022 年 7 月に加計呂麻島におい
て野外調査を行い , 同島から未記録であった水
生昆虫類 6 種を採集したので報告する . なお , 
ここで扱う水生昆虫類はコウチュウ目 ･ カメム
シ目ともに中島ら (2020) に定義されている真
水生昆虫 ( 幼虫期 ･ 成虫期ともに水中あるいは
水上で生活する種 ) とした . 調査は加計呂麻島
の国立公園特別保護地区を除いた全域を対象に
2022 年 7 月 14 日から 18 日にかけて行った . 採
集は D 型フレームネットを用いて任意採集を行
ったほか , 国立公園特別地域外ではライトトラ
ップも実施した . 瀬戸内町諸鈍の水田では土地
所有者に許可を得たうえで採集を行った . 採集
した個体は乾燥標本として保管し , 同定には実
体顕微鏡 (OLYMPUS SZ60) を用いた . 実体顕微
鏡で観察が困難な微細な形質については卓上電
子顕微鏡 (HITACHI TM3030 Plus) を用いた . ま

た , 体長の測定にはデジタルマイクロスコープ 
(KEYENCE VHX-1000) を用いた . 本記録に用い
た標本は東京農業大学昆虫学研究室に収蔵され
ている . 種の同定は三田村ら (2017a, 2017b), 林 ･
宮本 (2018a), 佐藤 ･ 吉富 (2018b), 中島ら (2020), 
Watanabe et al. (2021), Watanabe & Minoshima 
(2020) を参考に行った . 過去の記録についての
文献調査の結果と本記録をもとに加計呂麻島か
ら知られている水生昆虫類を一覧としてまとめ
た ( 表 1). なお , 全ての採集地点で共通する「鹿
児島県大島郡瀬戸内町」は省略した .

記録

Coleoptera Linnaeus, 1758コウチュウ目
Dytiscidae Leach, 1815 ゲンゴロウ科
Hydaticus vittatus (Fabricius, 1775)
オキナワスジゲンゴロウ
( 図 1-A)

検視標本 . 3♂3♀ 17. VII. 2022, 諸鈍 相蘇 ･ 宮﨑 ･
土屋採集 .
国内の分布 . 南西諸島 ( 屋久島以南 ) ( 中島ら 

2020) 
同定 . 上翅の Y 字状模様が上翅基部 1/3 程度

の切れ込みであることから本種と同定した ( 中
島ら , 2020). 現在国内に類似する種はおらず , 
同定は容易である . 
備考 . 水田にて確認された . 特に夜間には多

数の個体が活発に活動する姿が確認された . 本
種を採集した一帯の水田はイネとマコモダケ
が栽培されていたが , いずれの水田にも多数の
水草が繁茂しており , 本種以外にもトビイロゲ
ンゴロウ Cybister sugillatus Erichsòn, 1834 やコ
ガ タ ガ ム シ Hydrophilus bilineatus caschmirensis 
Kollar & Redtenbacher, 1844 など大型の水生甲虫
も確認された . 本種は環境省レッドリストに絶
滅危惧 II 類 (VU) として掲載されている ( 環境
省 , 2020). また , 2023 年 1 月には種の保存法に
基づく特定第二種国内希少野生動植物種に指定
された ( 環境省 , 2022). 
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Hydrophilidae Latreille, 1802 ガムシ科
Sternolophus inconspicuus (Nietner, 1856) 
ミナミヒメガムシ
( 図 1- B) 

検視標本 . 1♂ 16. VII. 2022, 諸鈍 相蘇採集 .
国内の分布 . 南西諸島 (与論島以南 ) (中島ら , 

2020) 
同定 . 後胸腹板突起が短く , その先端は後脚

の付け根付近までであること ( 三田村ら , 2017) 
から本種と同定した ( 図 2-A). 
備考 . 耕作放棄田に面した場所でのライト

トラップ中にヒメガムシ Sternolophus rufipes 
(Fabricius, 1792) に混じり飛来した . 

Coelostoma stultum (Walker, 1858)
セマルガムシ
( 図 1-C) 

検視標本 . 1♂ 17. VII. 2022, 諸鈍 相蘇採集
国内の分布 . 本州 , 四国 , 九州 , 南西諸島 ( 種

子島以南 ), 小笠原諸島 ( 林 , 2008 ; 中島ら 2020)
同定 . 頭部が幅広く複眼が大きいことや , オ

ス交尾器中央片の先端が丸く , また基部が幅広

図 1. 加計呂麻島から新たに記録された水生昆虫類 . A: オキナワスジゲンゴロウ . B: ミナミヒメガムシ . C: セ
マルガムシ . D: ヒメコマツモムシ . E: クロイワコマツモムシ . F: ウミアメンボ .
Fig. 1. Newly recorded aquatic insects from Kakeroma-jima Island, the Amami Islands. A: Hydaticus vittatus (Fabricius, 
1775). B: Sternolophus inconspicuus (Nietner, 1856). C: Coelostoma stultum (Walker, 1858). D: Anisops tahitiensis 
Lundblad, 1934. E. Anisops kuroiwae Matsumura, 1915. F: Halobates japonicus Esaki, 1924.
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いこと ( 中島ら , 2020 ; Watanabe & Minoshima, 
2020) から本種と同定した ( 図 2-B). 
備考 . 夜間に水田の水際を歩いているところ

を採集した . 

Hemiptera Linnaeus, 1758 カメムシ目
Notonectidae Latreille, 1802 マツモムシ科
Anisops tahitiensis Lundblad, 1934
ヒメコマツモムシ
( 図 1-D) 

検視標本 . 1♂ 15. VII. 2022, 諸鈍 相蘇採集
国内の分布 . 九州 ( 天草 ), 甑島 ( 下甑島 ), 南

西諸島 ( 中之島以南 ) ( 林 ･ 宮本 , 2018)
同定 . 体長が 5.2 mm であることやオス頭部

が突出しないこと , オス前脚脛節の Stridulatory 
comb が 32 本であること (Watanabe et al. 2021) 
から本種と同定した ( 図 2-C).
備考 . 水田内流路付近のやや水深が深い場所

で確認された . 

Anisops kuroiwae Matsumura, 1915
クロイワコマツモムシ
( 図 1-E)

検視標本 . 1♂ 15. VII. 2022, 諸鈍 相蘇採集 , 1♂ 
16. VII. 2022, 諸鈍 相蘇採集
国内の分布 . 南西諸島 ( 中之島以南 ) ( 林 ･ 宮

本 2018).
同定 . オスの頭部が顕著に突出し , その下面

には三本の溝があること ( 林 ･ 宮本 , 2018) から
本種と同定した ( 図 2-D).
備考 . 水田内流路付近のやや水深が深い

場所で前種とイシガキコマツモムシ Anisops 
occipitalis Breddin, 1905 と共に群れていた . 

Gerridae Leach, 1815 アメンボ科
Halobates japonicus Esaki, 1924
ウミアメンボ
( 図 1-F)

図 2. 種同定に用いた形態的特徴 . A: 後胸腹板突起 ( ミナミヒメガムシ ). B: ♂ 交尾器 ( セマルガムシ ). C: ♂
前脚脛節 Stridulatory comb ( ヒメコマツモムシ ). D: ♂ 頭部下面 ( クロイワコマツモムシ ).
Fig. 2. Morphological characteristics used for species identification. A: Process of metaventrite of Sternolophus 
inconspicuus (Nietner, 1856). B: Male genitalia of Coelostoma stultum (Walker, 1858). C: Male foretibial stridulatory 
comb of Anisops tahitiensis Lundblad, 1934. D: Ventral view of male head of Anisops kuroiwae Matsumura, 1915.
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表 1. 奄美群島加計呂麻島の水生昆虫類 ( コウチュウ目およびカメムシ目 )
Table 1. Aquatic insects (Coleoptera & Hemiptera) of Kakeroma-jima Island,  Amami Islands.

Order 目 Family 科 Species 種 References 出典

Coleoptra 
コウチュウ目

Haliplidae 
コガシラミズムシ科

Peltodytes sinensis (Hope, 1845) 
シナコガシラミズムシ

Uchida et al. (2021)

Noteridae 
コツブゲンゴロウ科

Notomicrus tenellus (Clark, 1863) 
ホソコツブゲンゴロウ

北野・佐野 (2015)

Canthydrus nitidulus Sharp, 1822 
ツヤコツブゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Dytiscidae 
ゲンゴロウ科

Hydrovatus acuminatus Motschulsky, 1860 
コマルケシゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Hydroglyphus amamiensis (M. Satô, 1961) 
アマミチビゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Hydroglyphus inconstans (Régimbart, 1892) 
チャマダラチビゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Leiodytes nicobaricus (Redtenbacher, 1868) 
サビモンマルチビゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Copelatus tenebrosus Régimbart, 1880 
タイワンセスジゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Hydaticus vittatus (Fabricius, 1775) 
オキナワスジゲンゴロウ

本報告

Hydaticus rhantoides Sharp, 1822 
ウスイロシマゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Cybister sugillatus Erichson, 1834 
トビイロゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Cybister tripunctatus lateralis (Fabricius, 1798) 
コガタノゲンゴロウ

Uchida et al. (2021)

Hydrophilidae 
ガムシ科

Berosus elongatulus Jordan, 1894 
ナガトゲバゴマフガムシ

Uchida et al. (2021)

Regimbartia attenuata (Fabricius, 1801) 
マメガムシ

Uchida et al. (2021)

Laccobius satoi Gentili, 1989 
アマミシジミガムシ

Uchida et al. (2021)

Paracymus orientalis d'Orchymont, 1925 
チビマルガムシ

Uchida et al. (2021)

Hydrophilus bilineatus caschmirensis Kollar & Redtenbacher, 1844 
コガタガムシ

Uchida et al. (2021)

Sternolophus rufipes (Fabricius, 1792) 
ヒメガムシ

Uchida et al. (2021)

Sternolophus inconspicuus (Nietner, 1856) 
ミナミヒメガムシ

本報告

Enochrus esuriens (Walker, 1858) 
チビヒラタガムシ

Uchida et al. (2021)

Enochrus simulans (Sharp, 1873) 
キイロヒラタガムシ

Uchida et al. (2021)

Chasmogenus abnormalis (Sharp, 1890) 
コクロヒラタガムシ

Uchida et al. (2021)

Helochares pallens (MacLeay, 1825) 
ルイスヒラタガムシ

Uchida et al. (2021)

Coelostoma stultum (Walker, 1858) 
セマルガムシ

本報告

Dryopidae 
ドロムシ科

Elmomorphus amamiensis Nomura, 1959 
リュウキュウムナビロツヤドロムシ

Uchida et al. (2021)

Hemiptera
カメムシ目

Corixidae 
ミズムシ科

Micronecta japonica Chen, 1960 
アマミコチビミズムシ

内田ら (2021)

Sigara septemlineata (Paiva, 1918) 
エサキコミズムシ

内田ら (2021)

Notonectidae 
マツモムシ科

Anisops kuroiwae Matsumura, 1915 
クロイワコマツモムシ

本報告

Anisops occipitalis Breddin, 1905 
イシガキコマツモムシ

内田ら (2021)

Anisops tahitiensis Lundblad, 1934 
ヒメコマツモムシ

本報告

Pleidae 
マルミズムシ科

Paraplea japonica (Horváth, 1904) 
マルミズムシ

内田ら (2021)

Helotrephidae 
タマミズムシ科

Heterotrephes admorsus Esaki & Miyamoto, 1959 
エグリタマミズムシ

北野・佐野 (2012); 内田ら (2021)

Mesoveliidae 
ミズカメムシ科

Mesovelia horvathi Lundblad, 1933 
マダラミズカメムシ

内田ら (2021)

Hydrometridae 
イトアメンボ科

Hydrometra annamana Hungerford & Evans, 1934 
コブイトアメンボ

内田ら (2021)

Hydrometra okinawana Drake, 1951 
オキナワイトアメンボ

内田ら (2021)

Veliidae 
カタビロアメンボ科

Microvelia douglasi Scott, 1874 
ケシカタビロアメンボ

内田ら (2021)

Pseudovelia tsustuii Esaki & Miyamoto, 1955 
ツツイナガレカタビロアメンボ

内田ら (2021)

Halovelia septentrionalis Esaki, 1926 
ケシウミアメンボ

内田ら (2021)

Gerridae 
アメンボ科

Aquarius paludum amamiensis (Miyamoto, 1958) 
アマミアメンボ

内田ら (2021)

Gerris gracilicornis (Horváth, 1879) 
コセアカアメンボ

内田ら (2021)

Metrocoris histrio (White, 1883) 
シマアメンボ

内田ら (2021)

Halobates japonicus Esaki, 1924 
ウミアメンボ"

本報告

18 [Record] Aiso et al.: Aquatic insects from Kakeroma Island.



検視標本 . 2♂3♀ 16. VII. 2022, 押角 相蘇 ･ 宮﨑 ･
土屋採集
国内の分布 . 本州 , 四国 , 九州 , 南西諸島 ( 林･

宮本 2018)
同定 . 前脚跗節第 1 節は第 2 節とほぼ等長で

あることやオスの第１生殖節の角状突起は先端
で広がらないこと ( 林 ･ 宮本 , 2018) から本種と
同定した . 
備考 . 波の穏やかな入り江でケシウミアメン

ボ Halovelia septentrionalis Esaki, 1926 と共に採
集された . 

謝辞

株式会社環境指標生物の内田大貴氏には加計呂
麻島の水生昆虫類に関する文献や採集地点の情
報をご教示いただいた . また , 東京農業大学昆
虫学研究室の石川忠教授には本文をご校閲いた
だいた . ここに厚く御礼申し上げる .

引用文献

林成多 , 2008. 日本産セマルガムシ属の同定と
分布 . ホシザキグリーン財団研究報告 , (11): 
93–102. 

林正美・宮本正一 , 2018a. 半翅目 Hemiptera. 川
合禎次・谷田一三 ( 編著 ), 日本産水生昆虫
( 第二版 ). Pp. 329–427, 東海大学出版部 , 神
奈川 . 環境省 , 2020. 環境省レッドリスト
2020 の公表について . https://www.env.go.jp/
content/900515981.pdf (2023 年 1 月 6 日 閲覧）

環境省 , 2022. 絶滅のおそれのある野生動植物
の種の保存に関する法律施行令の一部を
改正する政令の概要 . https://www.env.go.jp/
content/000096276.pdf (2023 年 1 月 30 日 閲覧 )

北野忠・佐野真吾 , 2012. 奄美群島の与路島と加
計呂麻島でエグリタマミズムシを採集 . 月刊
むし , 498: 47–48. 

北野忠 ･ 佐野真吾 , 2015. 加計呂麻島でホソコツ
ブゲンゴロウを採集 . 月刊むし , 538: 23–24.

国土地理院 , 2022. 令和 4 年全国都道府県市区町
村別面積調 (10 月 1 日時点 ). https://www.gsi.
go.jp/KOKUJYOHO/MENCHO/backnumber/
GSI-menseki20221001.pdf (2023 年 2 月 1 日閲
覧 )

三田村敏正・平澤桂・吉井重幸 , 2017a. ゲンゴ
ロウ ･ ガムシ ･ ミズスマシハンドブック . 文
一総合出版 , 東京 .

三田村敏正・平澤桂・吉井重幸 , 2017b. タガメ ･
ミズムシ ･ アメンボハンドブック . 文一総合
出版 , 東京 .

中島 淳・林成多・石田和男・北野忠・吉富博之 , 
2020. 日本の水生昆虫 . 文一総合出版 , 東京 .

佐藤正孝・吉富博之 , 2018b. コウチュウ目 ( 鞘
翅目 ) Coleoptera. 川合禎次・谷田一三 ( 編著 ), 
日本産水生昆虫 ( 第二版 ). Pp. 707–790, 東海
大学出版部 , 神奈川 . 

瀬戸内町 , 2023. 人口 ･ 世帯別集計 ( 令和 4 年 12
月末分 ). https://www.town.setouchi.lg.jp/koseki/
cho/chosei/jinkou/documents/202212_jinkosetai.
pdf (2023 年 2 月 1 日閲覧 )

Uchida, D, R. Furuhata, T. Kitano, S. Sano & K. 
Watanabe, 2021a. Distributional records of 
aquatic Coleoptera from Kakeroma-jima Island, 
the Amami Islands, the Ryukyus, Japan. Elytra 
New Series, 11(1): 183–185.

内田大貴・北野忠・佐野真吾・古旗崚一・渡部
晃平 , 2021b. 奄美群島加計呂麻島で採集され
た水生半翅類 . Rostria, 66: 30–34.

Watanabe, K. T. Mitamura & T. Ishikawa, 2021. 
First record of the back swimmer species Anisops 
elstoni Brooks (Hemiptera: Notonectidae) 
in Japan, with a key to the Japanese species. 
Japanese Journal of Systematic Entomology, 27 
(1): 138–140.

Watanebe, K. & Y. Minoshima, 2020. First record 
of Coleostoma bhutanicum Jayaswal, 1972 
(Coleoptera:  Hydrophilidae) from Japan. 
Japanese Journal of Systematic Entomology, 26 
(1): 151–152.

Six new distributional records of aquatic 
insects (three species of Coleoptera & three 
species of Hemiptera) from Kakeroma-jima 
Island, Amami Islands, Ryukyus, Japan

Takumi Aiso¹, Yusuke Miyazaki² & Kousei 
Tsuchiya¹

1Laboratory of Entomology, Tokyo University of 
Agriculture, 1737 Funako, Atsugi-shi, Kanagawa 
243-0034, Japan

2Shiki-shi, Saitama 353-0004, Japan

Abstract. Of the aquatic insects (Coleoptera & 
Hemiptera), 21 species in five families of the 
order Coleoptera and 14 species in eight families 
of the order Hemiptera have been recorded from 
Kakeroma-jima Island, Amami Islands. In 2022, 
we conducted a faunal survey on the island and 
collected three coleopteran species and three 
hemipteran species as new distributional records 
from the island. As a result, the total number of 
specimen-based records of aquatic insects from the 
island increased to 25 species in five families of the 
order Coleoptera and 17 species in eight families of 

19[ 記録 ] 相蘇ら : 加計呂麻島産水生昆虫類 .
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the order Hemiptera.
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